


環境情報分野は、地球環境科学部の環境システム学科に属する先進的な研究領域であり、
環境データの収集、解析、そして活用を通じて、持続的な環境管理と政策決定に貢献することを目指
しています。この分野では、環境データサイエンスを駆使して環境問題を解決するための革新的なア
プローチが探求されています。

地球環境科学部 環境システム学科
環境情報学分野
Faculty of Geo-environmental Science, Department of Environment Systems
Field of Geoinformatics

環境データサイエンスは、環境システム学科環境情報分野が1998年の開設時から作り
上げてきたカリキュラム体系であり、観測データ、ドローンや人口衛星などによる面的な空間情報を
含む環境情報を、AI、統計解析、数値シミュレーションなどのデータサイエンスの手法でモデルかし、
SDGsなど社会課題を含む様々な環境問題に適用した研究・教育を行っています。

https://youtu.be/fnqA_vYwO-g?si=QkdA7jC8d3hM_ing
https://youtu.be/VdUdlT6wYk0?si=96AJNiUHpjq_BGF-
＜環境情報学分野のご紹介動画＞ Click & Touch!!

https://youtu.be/fnqA_vYwO-g?si=QkdA7jC8d3hM_ing
https://youtu.be/VdUdlT6wYk0?si=96AJNiUHpjq_BGF-


主な研究テーマ
Recent Research Themes

Ⅰ リモートセンシングデータを用いた環境解析
         keyword : UAV (Unmanned Aerial Vehicle), Satellite, LiDAR ...

Ⅱ 数値シミュレーションを用いた環境解析
         keyword : Wind, Flood, Groundwater, Climate change ...

Ⅲ AIを用いた環境解析
          keyword : Deep learning, Machine learning, Image classification ...

Ⅳ デジタルグリーン (Digital Green)
keyword : Sustainability, Smart City, Digital Twin, Sustainable agriculture ...



リモートセンシングデータ用いた環境解析
Keyword : UAV (Unmanned Aerial Vehicle), Satellite, LiDAR ...

リモートセンシングは、人工衛星、航空機、ドローンなどから地表を観測し、環境データを
収集する技術です。このデータは、土地利用の変化、森林破壊、水質、気候変動などの環境問題の解
析に利用されます。高解像度の画像データやスペクトルデータを解析することで、環境の現状や変化
を詳細に把握することが可能です。

合成開口レーダーを用いた
浸水深マップ
児島 正一郎（特任教授）

UAVを用いた空中写真による災害時の
被災箇所検出に関する研究

富山県土地利用マップ作成（1985～2020）：ソ（助教）
＜リモートセンシングデータを用いた環境解析に関する研究のリンク先＞ Click & Touch!!

リモートセンシングとシミュレーションの油流出回収支援システムの構築：後藤（教授）

青木 和昭（准教授）

https://ertdf2-2101.users.earthengine.app/view/toyamalulc
https://www.jst.go.jp/kisoken/archives/act-jst/pdf/h10-e04.pdf


数値シミュレーションを用いた環境解析
Keyword : Wind, Flood, Groundwater, Climate change ...

数値シミュレーションは、数学的モデルを使用して環境現象を再現し、予測する手法で
す。例えば、待機や海洋の流動、気候変動、生態系の動態などがシミュレーションされます。これにより、
実際の観測が難しい大規模な環境プロセスを理解し、将来の変化を予測することができます。

能登半島地震津波シミュレーション
後藤 真太郎（教授）

風のシミュレーション
後藤 真太郎（教授）

地下水シミュレーション
ソ ユファン（助教）

＜数値シミュレーションを用いた環境解析に関する研究のリンク先＞ Click & Touch!!
富山県気候変動シナリオ公開アプリ開発：ソ（助教）

https://ertdf2-2101.users.earthengine.app/view/toyamaclimate


AIを用いた環境解析
Keyword : Deep learning, Machine learning, Image classification ...

AI（人工知能）は、大量の環境データを迅速かつ正確に解析するための強力なツールで
す。機械学習アルゴリズムを用いて、環境データからパターンや異常を検出し、予測モデルを構築しま
す。これにより、環境モニタリングや予測、管理において、より効率的で正確な解析が可能になります。

AIによるLiDAR点群データを用いた
森林管理データ分析に関する研究
後藤 真太郎（教授） 青木 和昭（准教授）

深層学習を用いた３６０°画像処理
ソ ユファン（助教）

＜AIを用いた環境解析に関する研究のリンク先＞ Click & Touch!!
AIと人工衛星・ドローンを用いた被災状況早期検知システムの開発：後藤（教授）青木（准教授）
AIを用いたスポーツサイエンスへの空間情報処理の応用：後藤（教授）

https://www.youtube.com/watch?v=ATO7Y98Tm7Y
https://drive.google.com/file/d/1aZ1xHQ0ky6ctru1lEggy2SNuvMg0Moe9/view?usp=sharing


デジタルグリーン（Digital Green)
Keyword : Sustainability, Smart City, Digital Twin, Sustainable agriculture ...

デジタルグリーンは、デジタル技術を駆使して持続可能な環境管理を実現する概念です。
リモートセンシング、数値シミュレーション、AIなどの技術を融合し、環境データの収集、解析、可視化
を行います。これにより、環境保全活動の効果を最大化し、持続可能な社会の実現を支援します。デ
ジタルグリーンは、スマート農業、年の緑化、自然災害の予防など、多岐にわたる応用が期待されてい
ます。

＜デジタルグリーンに関する研究のリンク先＞ Click & Touch!!
2021年7月伊豆山土砂災害における被災状況の可視化：後藤（教授）

農業に活かしたデジタルグリーンの例 後藤 真太郎（教授）

熊谷ラグビーロードにおけるビル影を利用したCool Spotに関する研究
後藤 真太郎（教授）

デジタルグリーンでIoT/STEAM教育：後藤（教授）

https://www.youtube.com/watch?v=fQ4bFQfNyQI&t=6s
https://docs.google.com/presentation/d/1zgb6uF5tSzXlqcfU4uyUD8VkZOryUO7m/edit?usp=sharing&ouid=103285585914680249246&rtpof=true&sd=true
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